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第625号

北槇島小学校

4
月
6
日
に
開
校
式

市
内
2
2
番
目
の
誕
生

こ
の
ほ
ど
市
内
Ｉ
Ｉ
十
二
番
目
の
小
学
校
、
北
槙
島
小
学
校
が
槙

島
町
本
屋
敷
に
誕
生
。
四
月
六
日
に
開
校
式
を
行
い
ま
す
。
児
童

数
の
増
加
に
よ
る
椛
島
小
学
校
の
規
模
の
適
正
化
と
教
育
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で
は
槇
島
小
学
校
を
分
割
し

北
横
島
小
学
校
を
公
団
槇
島
団
地
の
槙
島
中
学
校
横
に
建
設
を
す

す
め
て
き
Ｊ
）
も
刀
で
■
ｕ
。

こ
の
ほ
誕
蔑
し
た
北
椛
島
小

学
校
は
、
横
島
町
本
屋
敷
四
〇
一

二
他
の
横
島
中
学
校
の
隣
接
地
一

亙
八
千
五
百
二
十
二
平
方
む
に
建

設
。
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

四
階
建
で
で
、
十
二
の
普
通
教
室

と
五
つ
の
特
別
教
室
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
十
五
μ
、
七
コ
ー
ス

の
プ
ー
ル
左
〈
亘
二
十
七
平
方
μ

の
屋
内
運
動
場
も
建
設
し
て
い
ま

す
。総

事
業
負
は
十
三
億
四
千
五
十

万
円
で
、
日
本
住
宅
都
市
整
備
公

団
立
で
必
え
施
行
で
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

校
区
は
極
島
小
学
校
の
校
区
を

▲4月6日に開校する北槇島小学校（槇島町本屋敷）

分
割
し
た
も
の
で
、
生
徒
数
は
新

一
年
生
む
含
め
て
二
百
四
十
五
人
、

八
学
級
で
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

椛
島
小
学
校
は
、
明
治
十
五
年

に
開
校
し
ま
し
た
が
、
近
鉄
京
都

線
東
側
の
急
激
な
宅
地
開
発
で
児

童
数
が
増
加
。
こ
の
た
め
毎
年
の

ぷ
っ
に
増
築
し
対
応
し
て
き
ま
し

た
。現

在
の
児
童
数
は
千
二
百
四
十

三
人
（
三
十
三
学
級
）
で
、
六
十

一
年
度
に
は
千
三
百
五
十
五
人

（
三
土
ハ
学
級
）
に
な
る
見
込
み

で
あ
り
、
そ
の
後
も
増
加
の
傾
向

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
た

め
学
校
規
模
の
適
正
化
と
教
育
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
横
島
小

学
校
夕
分
離
し
、
北
横
島
小
学
校

の
開
校
計
回
手
す
め
て
き
ま
し

た
。
昨
年
八
月
に
は
校
区
割
り
を

地
元
に
説
明
。
九
月
に
新
設
工
事

に
着
工
し
、
今
年
四
月
六
日
に
開

校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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削浦

40の

1

4
月
1
0
日
が
投
票
日
で
す

府
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は

四
月
十
日
（
日
）
、
投
票
時
間
は
午

前
七
時
か
ら
午
堡
（
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
十
七
・
十
八
投
票
所
は

午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
府
議
会
議
員
選
挙
で
投
票
で
き

る
人
。

昭
和
三
十
八
年
四
月
十
一
日
以

前
に
生
去
ハ
た
人
で
昭
和
五
十
八

年
十
二
月
二
十
七
日
以
前
に
転
入

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

人
や
京
都
府
外
へ
転
出
さ
れ
た
人

は
帰
宿
孝
ま
せ
ん
。

▼
府
内
異
動
を
さ
れ
た
人
。

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
八

日
以
後
に
、
宇
治
市
か
ら
一
只
都
府

下
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
人
と
京

都
府
下
の
市
町
村
か
瓜
ｆ
治
市
へ

転
入
し
た
人
（
い
ず
れ
も
一
回
の

補
者
に
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
現
住
所
地
の
市
町
村

の
市
民
課
・
住
民
課
で
発
行
す
る

居
住
証
明
書
か
住
民
票
の
写
し
の

提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
欝
居
前
住
所
地
の
投

票
所
で
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
宇
治
市
内
間
で
住
所
を
移
さ
れ

た
人
。

市
内
間
で
三
月
一
日
以
後
に
転

居
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
未
了
。

た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
不
在
者
投
票

出
張
や
入
院
予
定
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に

「
不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、
あ

く
ま
で
例
外
的
な
も
の
で
す
か
ら
、

や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理

だ
し
、
前
住
所
地
の
湛
Ｔ
八
名
簿
由
が
必
要
で
す
。
不
在
者
投
票
さ

に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
れ
る
場
合
は
印
鑑
・
夕
痔
っ
て
宇
治
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三
室
戸
薬
・
局
（
丸
山

3
7
）

〔
菟
道
・
明
星
町
〕
菟
道
公
民

異
動
に
限
り
）
は
、
府
会
議
昌
逗
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
、
前
住
所
市
役
所
三
階
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

さ
ぎ
堂
（
心
‥
浦
8
8
）
・
西
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介
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四
月
九
日
の
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
五
時
（
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜

日
も
同
様
）
で
す
。
不
在
者
投
票

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
施
設
の
責
任
者
に
申
し

出
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
投
票
整
理
券

み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
郵
送
で

促
裕
理
券
を
お
届
け
に
ま
す
。

投
票
整
理
券
に
は
投
票
し
て
い

た
だ
く
場
所
が
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
確
か
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
（
右
表
）

▼
選
挙
公
報

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

等
を
掲
載
し
て
い
る
選
挙
公
報
を

四
月
六
日
（
水
）
の
朝
日
、
京
都
、

毎
日
、
読
売
、
サ
ン
ヶ
イ
、
日
本

経
済
の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
お
届

け
し
ま
す
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り

を
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
る
世
帯

に
は
郵
送
す
る
ほ
か
、
市
内
五
十

二
ヵ
所
に
選
挙
公
報
補
完
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
（
左
上
表
）
届
か

な
い
場
合
は
Ｊ
取
り
に
行
か
れ
る

か
選
挙
管
理
委
員
会
（
電
話
⑩
3

1
4
1
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

思いやりの心で運転

を ●安全速度を必ず守る

●カープの手前でスピ

ードを落とす

●交差点ては必ず安全

を確かめる

●一時停止で横断歩行

者の安全を守る

●飲酒運転はｍｉにし

ない

；＾＾ｉ”ヽ
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府
会
議
員
選
挙

選
挙
公
報
の
あ
る
場
所
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茶
壷
に
追
わ
れ
て

戸
を
ピ
ッ
シ
ャ
ン

抜
け
た
ア
ら

ど
ん
ど
こ
し
ょ

と
唄
う
竜
謀
一
の
一
節
に
も
知
ら

れ
る
ぷ
つ
に
、
御
茶
壷
道
中
の

行
列
は
、
沿
道
に
暮
ら
す
人
々

に
異
常
と
さ
え
思
わ
れ
る
は
ど

の
恐
怖
を
与
え
た
と
い
う
。

前
々
回
に
述
べ
た
ぷ
つ
に
、

御
茶
壷
道
中
の
制
度
は
、
将
軍

自
身
が
喫
す
る
宇
治
茶
を
運

ぶ
と
い
ラ
だ
け
の
行
列
に
、
将

軍
自
身
の
他
行
に
準
ず
る
ぶ
コ

な
権
威
鷺
持
た
せ
て
い
た
。
そ

の
事
が
麗
の
威
夕
借
る
Ｆ

そ
の
ま
ま
、
一
行
の
態
度
と
な

つ
て
あ
良
Ｍ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
御
茶
壷
道
中
の
役
人

に
よ
る
横
暴
な
行
為
は
、
世
間

に
伝
わ
る
ほ
芦
原
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
む
し
ろ

行
列
の
通
行
す
る
時
期
が
、
農

繁
期
か
ら
梅
雨
の
季
節
に
お
よ

ぷ
五
月
か
ら
七
月
で
あ
っ
た
こ

と
に
問
題
が
あ
る
。

数
の
運
搬
人
足
と
駄
馬
か
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
ま
た
宿

場
町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
を

茶
壷
や
役
人
の
分
宿
の
た
め
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
天
和
元
年
（
一
一
六
八
一
）

山
梨
県
の
甲
府
で
は
人
足
千
百

四
十
人
、
馬
亘
〈
十
一
頭
か
準

備
し
た
と
い
う
。

御
茶
壷
道
中

御
茶
壷
道
中
が
通
行
し
た
道

筋
は
、
東
海
道
・
中
仙
道
・
甲

州
街
道
・
美
濃
路
（
大
垣
・
起

・
清
洲
・
熱
田
）
な
ぶ
に
、
時

代
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
っ
た
。

ふ
し
、
か
絨
の
街
道
に
お

い
て
も
「
休
泊
触
」
に
よ
っ
て

通
過
予
定
日
が
知
ら
さ
れ
る
と
、

各
宿
駅
は
そ
れ
ぞ
れ
助
卿
の
村

々
に
呼
び
か
け
、
定
め
ら
元
だ

宿
場
象
ハ
変
な
ら
、
助
郷
の

村
象
ハ
変
で
あ
る
。
文
化
十
四

年
（
一
八
一
七
）
の
こ
ろ
、
村

の
家
数
が
減
少
し
て
二
十
三
軒

に
な
っ
て
い
た
高
尾
村
（
現
宇

治
田
原
町
高
尾
）
に
、
人
足
三

十
三
人
か
田
せ
と
い
う
通
達
が

来
た
。
村
中
を
数
え
て
も
出
動

可
能
な
男
性
は
、
三
十
人
に
み

た
ず
、
不
足
す
る
人
数
は
他
村

春の芽ばえ

ワラビ

春
を
告
げ
る
も
の
は
な
い
か

と
探
し
に
出
か
け
ま
し
た
。

タ
ン
ポ
ポ
が
小
さ
な
花
を
つ

け
て
い
ま
し
た
し
、
柳
も
芽
吹

い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
白

川
の
茶
畑
の
ふ
ち
に
ワ
ラ
ビ

が
顔
か
田
し
て
い
ま
し
た
。
日

当
ぴ
が
そ
こ
だ
け
よ
か
っ
た
の

か
、
い
く
ら
探
し
て
も
四
本
だ

け
し
か
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
（
3
月
2
4
日
、
小
雨
の

中
で
）

か
ら
雇
用
し
て
そ
の
要
求
に
応

え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

人
件
費
が
、
乏
し
い
村
費
か
ら

支
払
わ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
高
尾
村
は
小
倉
・
白

川
・
池
尾
と
綴
喜
郡
江
津
（
現

田
辺
町
）
、
久
世
郡
寺
田
（
ｍ

城
陽
市
）
の
各
村
と
と
も
に
。

「
憲
堀
附
雇
」
と
し
て
御
茶

（
そ
の
三
）

壷
道
中
の
人
足
提
供
ｍ
務
付

け
ら
れ
、
宇
治
・
六
地
蔵
間
の

運
搬
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

御
蚕
″
の
取
り
扱
い
に
は
、

丁
重
さ
が
要
求
さ
れ
た
。
蚕
＝

通
行
に
先
立
っ
て
、
導
岳
に

狩
り
出
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
あ
っ
た
。
通
行
や
逗
留
の

際
に
は
、
朝
日
焼
の
よ
ラ
な
陶

窯
や
瓦
窯
の
火
入
れ
も
禁
じ
ら

改定される主な手数料

れ
た
し
一
屋
根
普
請
や
死
者
の

送
葬
、
子
供
た
ち
の
街
路
へ
の

出
入
り
な
ど
が
禁
止
さ
れ
た
。

こ
の
よ
ラ
な
日
常
牛
活
へ
の

各
種
の
制
約
、
農
繁
期
に
お
け

る
男
性
労
働
力
の
全
面
的
割
譲

な
ど
に
加
え
て
、
多
大
な
出
費

が
宿
駅
・
助
郷
の
財
政
を
圧
迫

し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

御
茶
壷
道
中
が
極
度
に
恐
れ

ら
れ
、
嫌
わ
れ
も
の
と
し
て
広

く
伝
承
さ
れ
て
い
る
原
因
は
、

こ
の
あ
た
り
に
あ
る
と
み
て
よ

い
だ
る
つ
。
（
歴
史
資
料
室
）

御茶壷道中の人足賃銭を伝える史料

担当課 腫類 1通の料金

市の

手数

料条

例改

正に

よる

もの

市
民

課

住民票の町し
印鑑登録証明書
外国人登録済証ｍ書

200円

市民

税課

所得証明など諸証明
（1年度ｌ税目）

資

産

税

課

固定資産評価証明

（3筆3棟ま．で200円、

1筆1棟増すごとに50

円追加）

その他の諸証明

固定資産ｍｉｌ手数料

納税
課

ｍａ証明など
（1年度ｕ税目）

国の

政令

改正

によ

るも

の

市

民

課

戸籍謄本・抄本 300円

ｍ籍・原戸籍の
謄本・抄本

500円

受理証明などの戸籍に
関する証明書類

200円

手
数
料
を
引
き
上
げ

さ
る
三
月
の
定
例
市
議
会
で
、

奎
吊
手
数
料
条
例
改
正
㈲
が
可

決
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
次
の
よ

う
に
手
数
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
主
な
も
の
は
右
の
表
の
と

お
り
で
す
。

た
だ
し
、
住
善
男
記
載
事
項

証
明
（
年
金
の
現
況
届
な
ど
）
は

従
来
ど
お
り
一
通
百
円
で
す
。

ま
た
、
国
の
政
令
改
正
に
よ
っ

て
、
戸
籍
謄
・
抄
本
の
手
数
料
な

芦
も
引
き
上
げ
6
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国民年金の保険料

4月から5,830円に

昭
和
五
十
八
年
四
月
分
か
ら
国

民
年
金
の
保
険
料
が
月
額
五
千
二

百
二
十
円
か
ら
五
千
八
百
三
十
円

に
引
章
恚
吸
範
ま
す
。
こ
れ
は

昭
和
五
十
七
年
度
に
年
金
額
が
引

政
王
げ
ら
元
た
こ
と
と
、
年
金
受

給
者
も
毎
年
急
増
し
、
給
付
費
が

増
大
し
て
い
る
た
め
で
す
。

国
民
年
金
の
給
付
に
必
要
な
財

源
は
、
保
険
料
と
国
庫
負
担
、
そ

し
て
運
用
利
子
に
よ
っ
て
毒
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
年
金

制
度
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
の
負
相
瑠
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

保
険
料
は
、
国
民
年
金
の
財
政

が
健
全
に
保
た
れ
る
よ
ラ
配
慮
し
、

ま
た
急
に
負
担
が
重
く
な
ら
な
い

ぷ
っ
に
段
階
的
に
引
脈
石
欧
石

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
保
険
年
金
課
）

＠宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａｃ4687）

学ぶことで暮らしに“はり”を

宇治鳳凰大学・高齢者教室の学生を募集
1

” 皿 皿 － －

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
充
実
し
た
老
後
の

生
活
を
営
み
、
よ
り
豊
か
な
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
こ
う
と
。
今
年
も
鳳
凰
大
学
と
高
齢
者
教

室
を
開
き
ま
す
。
あ
な
た
も
入
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

宇
治
鳳
凰
大
学

こ
の
大
学
は
、
四
ヵ
年
で
四
コ
ー
ス
を
終
了
し

て
卒
業
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
・
：
満
六
十
五
歳
以
上
の
宇
治
市
民
。

▼
開
設
罷
甲
：
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、
全
十

三
回
。

▼
開
設
時
間
…
午
前
九
時
半
か
ら
正
午
ま
で
。

▼
会
場
・
：
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
市
民
会
館
）

▼
募
集
コ
ー
ス
と
定
員

①
文
学
歴
史
コ
ー
ス
・
：
三
十
人

②
健
康
管
理
コ
ー
ス
・
：
三
十
人

③
政
治
経
済
コ
ー
ス
…
四
十
人

④
社
会
福
祉
コ
ー
ス
…
五
十
人

こ
の
ほ
か
、
社
会
見
学
や
自
主
参
加
の
ク
ラ
ブ

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
：
入
学
希
望
者
は
、
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
志
望
コ
ー
ス
を

書
い
て
、
四
月
十
一
日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館

鳳
凰
大
学
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
開

講
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
者
教
室

こ
の
教
室
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
ヵ
年
で
終
了
し
ま
す

が
、
毎
年
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
…
六
十
五
歳
以
上
の
宇
治
市
民
。

▼
期
間
と
時
間
…
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
間
・

に
十
五
回
。
九
時
半
か
ら
正
午
ま
で
。

▼
会
場
と
開
講
日
…
小
倉
公
民
館
（
五
月
十
一
日

困
）
、
木
幡
公
民
館
（
五
月
十
二
日
俐
）
。

▼
定
員
：
両
公
民
館
と
も
先
着
百
人
。

木幡公民館の高齢者教室

▼
学
習
内
容
…
健
康

管
理
、
文
学
歴
史
、

政
治
経
済
、
社
会

福
祉
な
ど
を
学
習
。

▼
申
し
込
み
…
は
が

き
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番

号
を
書
い
て
、
四

月
十
一
日
ま
で
に

希
望
す
る
公
民
館

へ
。

176

心Ｎ

台

水
道
部
庁
舎
の

進
入
路
が
変
更

市
庁
舎
建
設
第
一
期
工
事
の
た

め
、
水
道
部
庁
舎
へ
の
進
入
路
が

図
の
矢
印
の
ぷ
っ
に
四
月
十
一
日

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
套
ぢ

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
水
道
部
）

住
民
票
・
印
鑑
証
明
な
ど

宇
治
市
史

の
窓
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保育所保育料の改定
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4月から適用

市
で
は
、
市
民
の
保
育
要
望
に

こ
た
え
、
保
育
所
の
新
・
増
設
。

ま
た
、
長
時
間
保
育
、
産
休
明
け

保
育
、
障
害
児
保
育
な
こ
の
独
自

施
策
に
取
り
組
ん
1
笙
し
た
。

こ
の
た
め
保
育
所
の
運
営
経
費
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
は
、
国
・
府
・
市
の
経

費
と
保
育
料
器
質
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
保
育
料
は
前
回
の

改
定
に
よ
り
、
昭
和
五
土
〈
年
度

の
国
の
保
育
料
徴
収
基
準
単
価
に

五
ナ
ｙ
・
年
度
の
階
層
別
人
員
舎
采

じ
た
も
の
の
総
額
の
七
割
を
保
護

者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
三
割

を
市
が
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
じ
か
し
、
国
の
徴
収
基
準
単

価
は
毎
年
改
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
さ
ら
に
市
の
負
担

が
増
大
し
禾
す
。
ま
た
、
今
の
保

育
水
準
夕
寺
る
た
め
に
も
、
四
月

か
ら
保
育
料
の
改
定
か
仔
う
こ
と

4
月
9
・
1
0
日
中
の
島
で

今年も行われるたらい舟競争。ただ今、出場者を募集中。

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
十
七
の
階

層
区
別
は
同
じ
で
す
が
、
引
キ
王

昭和58年度保育料の徴収基準額表

桜
の
花
の
は
こ
ろ
ぴ
に
＜
Ｉ
1
Ｃ
＾

『
第
を
素
川
？
皇
つ

ｆ
ｉ
＼
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
お

号
つ
い
で
ぜ
ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

◇

▼
と
き
・
・
・
4
月
9
日
出
か
ら
1
0
日

㈲
、
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時

（
9
日
の
一
部
の
催
し
物
は
午

後
8
時
ま
で
）
。

▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇
治
公
園
（
中

の
島
）
と
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

〈
催
し
物
》

▼
野
点
大
茶
今
・
・
抹
茶
席
、
お
茶

席
、
点
心
席
（
9
日
は
午
後
8

時
ま
で
）
。
雨
天
の
場
合
は
観

光
セ
ン
タ
ー
ｖ
ｙ
ｉ
ｂ
い
ま
す
。

▼
ち
び
っ
こ
遊
び
の
広
場
・
・
・
ふ
わ

ふ
わ
ダ
ン
ボ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

ス
ペ
ー
ス
、
ウ
ィ
ン
デ
ィ
バ
ル

ー
ン
。

▼
炭
山
陶
器
ま
つ
り
・
：
陶
芸
教
室
、

陶
器
市
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
観

げ
額
は
最
高
で
八
百
円
、
最
低
で

百
円
に
な
り
ま
了
。
し
茄
し
、
第

二
子
以
降
の
保
育
料
は
二
分
の
一

光
セ
ン
タ
’
・
‐
）
。

▼
た
ら
い
舟
競
争
…
1
0
日
、
午
後

2
時
か
ら
。
出
場
者
ｍ
ｕ
し

て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
・
・
・
伏
見
の
清
酒
さ
さ
酒

大
＜
ｌ
Ｈ
’
ｅ
擬
店
、
郷
土
物
産
展

示
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
植
木
市
な

戸
忌
一
だ
で
さ
ん
。

▼
参
加
費
・
：
お
茶
席
券
（
点
心
、

抹
茶
、
前
茶
、
炭
山
名
陶
抽
選

券
付
）
は
一
人
千
円
、
観
光
協

会
で
前
売
券
発
売
中
。（

商
工
観
光
課
）

お
知

ら
せ

緑
化
運
動

緑
化
運
動
が
四
月
二
十
日
ま
で

行
ｐ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
樹

木
が
木
材
獄
窓
あ
る
に
と
μ
歪

ら
ず
治
山
治
水
や
環
境
保
全
に
璽

要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
岳
峯

取
り
組
次
れ
、
期
間
中
、
緑
化
募

金
な
ど
聚
む
い
ま
す
の
で
肝
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
農
林
茶
業
課
）

の
減
額
か
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ

と
と
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
つ
て
い
ま
ず
。
（
保
育
課
）

ここここ言
3ｉＳ．未満児 3歳以上児

国の基準改定 国の基準改定

Ａ 保・護世帯 0 0 0 0
Ｂ 市民脱非．課税世帯 0 0 0 0
Ｃ1 市民税均等割 6，850 2，600 4．650 2，100
Ｃ2 市民税所得割5．000円未満 7．500 4，100 5，300 2．600
Ｃ3 5，000円以上 8．550 4，600 6．350 4．100

Ｄ1 所得税3．000円未満 9．350 6．600 7．150 5．10＜

Ｄ2 3，000～15．000円未満11，000 8．ＩＯＣ8，800 6，100

Ｄ3 15．000－30．00）円未満13，150 10．10011，000 7，100
Ｄ4 30，000～60，000円未満17，800 12，20015，650 8，700

Ｄ5 60，000～90，000円未満23，500 14，300
17．040Ｓ

21．350
10，300

Ｄ6 90，000～120，000ｐｑ未満29，550 18，900
17．040Ｓ

27．400
12，300

Ｄ7 120，000～150．000円未満36，950 24，000
17．040Ｓ

31．400
14，400

Ｄ8 150，000～180，000円未満41，700 29，600
17，040Ｓ

31．4（Ｋ
15，900

Ｄ9 180，000～210，000円未満45，650 32，200
17，040Ｓ

31．400
16，900

ＤＩＯ 210，000～240．000円未満
46．8301

49．400
34，300

17．040Ｓ

31．400
17，900

ＤＩｌ 240，000～270，000円未満
46．830Ｓ

51．700
36，30）

17．0401

31．400
18，900

Ｄ12 270，000円以上
46．8301

57750
38，300

17．040Ｓ

31．400
19，900

ります。（Ｃｌ～Ｄｌのみ）とがあ

国の基準は57年度分です。

固定資産税頷により、階層がｌ段階上がる

・ 皿 ㎜ 皿 ・ 皿 皿 ㎜

●

1
1
1
1
－
1
1
1

24時間テレフォンサービス

宇治の観光情報は

22－1700へ

一宇治観光協会－

に ミ ミ

育
成
指
導
員
の
募
集

▼
資
格
・
・
・
昭
和
1
8
年
4
月
2
日

以
降
に
ヰ
蜜
れ
た
女
子
で
、
高
校

卒
業
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人
▼
募
集
人
員
・
・
・
若
干
名
▼

申
し
込
み
・
：
4
月
7
日
ま
で
に
市

販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
社
会
教

育
課
育
成
指
導
係
へ
。（

社
会
教
育
課
）

宇
治
市
奨
学
金

▼
対
象
…
本
人
お
よ
び
保
護
者

が
市
内
に
引
見
習
1
年
以
上
居

住
し
（
学
校
が
遠
い
た
め
、
本
人

の
み
が
下
宿
の
場
合
も
含
む
）
、

学
資
の
支
出
が
困
難
で
、
他
の
奨

学
金
な
μ
尽
受
け
て
い
な
い
人
▼

募
集
人
員
と
貸
付
額
（
月
額
）
・
・
・

高
校
（
1
4
人
）
＝
公
立
四
千
五
百

円
・
私
立
八
千
円
、
高
等
専
門
学

校
（
Ｉ
ハ
）
1
五
千
円
、
大
学
（
1
3

人
）
＝
国
公
2
八
千
円
・
私
立
一

万
一
千
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
福
祉
課

訂
正▼

市
政
だ
よ
り
三
月
二
十
一
日
号
の
四
面
、
ｄ
転
車
等

駐
車
場
‘
の
記
事
の
略
凶
の
中
で
、
新
し
い
自
転
車
等
駐
車

場
の
位
置
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
Ｌ
笙
す
。

に
あ
る
願
書
に
学
校
長
の
推
せ
ん

調
書
、
成
績
証
明
書
、
在
学
証
明
書

か
添
え
て
4
月
3
0
日
ま
で
に
福
祉

課
へ
。
（
福
祉
課
）

母
子
家
庭
奨
学
金

▼
対
象
・
・
・
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
の
母
子
家
庭
児
童
（
す
で
に

京
都
府
の
他
の
奨
学
缶
を
受
け
て

い
る
人
は
除
ぐ
）
▼
支
給
額
（
年
額
）

乳
幼
児
＝
六
千
円
、
小
学
生
上

万
二
千
円
、
中
学
生
＝
二
万
四
千

円
、
高
校
生
上
二
万
六
千
円
▼
申

請
・
・
・
5
月
3
1
日
ま
で
に
福
祉
課
に

あ
る
用
紙
刄
毎
年
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
（
福
祉
課
）

親
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
・
・
4
月
9
日
出
、
1
0
日

間
、
1
6
日
出
、
1
7
日
面
の
4
日
間
、

午
後
2
時
か
ら
5
時
▼
と
こ
ろ
・
：

三
室
戸
小
学
校
体
育
館
▼
対
象
と

定
員
・
：
親
子
（
小
学
校
4
年
か
ら

6
年
）
2
0
組
4
0
人
▼
参
加
料
…
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民
体
育
課
。

余
民
体
育
課
）

和
裁
講
習
会

宇
治
市
内
職
友
の
心
一
で
は
、
和

裁
講
習
会
（
初
級
）
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
3
日
困
か
ら
5
9

年
3
月
末
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
市
内
職
セ
ン
タ
ー
（
木

幡
中
学
校
南
隣
り
）
▼
対
象
・
：
将

来
和
裁
の
内
職
掌
息
人
で
、
一

年
間
続
け
て
受
講
で
き
る
人
▼
募

集
人
員
・
：
1
0
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
4
月
4
日
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、

宇
治
市
内
職
セ
ン
タ
ー
へ
▼
く
わ

し
ぐ
は
直
接
内
職
セ
ン
タ
ー
へ
、

電
話
で
の
問
忿
Ｂ
せ
は
不
可
。（

社
会
課
）

4
月
の
献
血

▼
4
月
6
日
・
：
午
前
1
0
時
か
ら

正
午
婁
卓
治
保
健
所
。
午
後
1

時
半
か
ら
1
時
半
ま
で
南
京
都
信

型
巌
本
店
駐
車
場
▼
4
月
2
3
日

・
・
・
午
前
1
0
時
か
ら
1
1
時
半
ま
で
府

立
城
南
高
校
。
（
保
健
衛
生
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
9
日
脚
▼
と
こ

る
・
・
・
木
幡
公
民
分
館
―
午
前
1
0
時

4
0
分
、
小
倉
公
民
館
0
午
前
1
0
時

5
0
分
、
日
椋
公
一
堂
―
午
前
1
1
時

一
…
一
分
、
宇
治
保
健
所
＝
午
前
Ｈ
時

2
0
分
。
（
保
健
衛
生
課
）

4月4日から移
動
図
書
館

市
で
は
、
四
月
四
日
か
ら
各
地
域
の

会
場
ｐ
住
民
検
診
奮
宍
施
に
缶
す
。

こ
れ
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
か
受

け
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
健
康
状
態

を
知
り
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
目
覚

症
状
も
な
く
忍
び
寄
る
成
人
病
夕
予
防

す
る
た
め
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

わ
が
国
の
脳
卒
中
の
発
生
率
は
、
欧

米
と
比
較
し
て
二
倍
以
上
も
高
く
、
最

近
で
は
発
病
の
年
齢
も
下
が
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
健
康
な
生
活
か
選
る
た
め
、

ぜ
ひ
住
民
検
診
か
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
日
程
や
会
場
は
、
四
月
一

日
の
新
聞
に
折
り
込
み
の
ち
β
し
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（
保
健
衛
生
課
）

・ ● ● ● ● ● ●

● ●

● ●

● ●

（
4
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

28日

團

27日

南

26

日

（火）

22日

圖

2ｔ日

Ⅲ

20日

哨

19日

（火）

15日

吻

14日

團

12日

㈲

7日

俐

6日

團

5日

（火）
日

神

明

奥広

野

広

野

伊勢

田
開

野

神

白

川

遊

田

蔭

山

横

島

平

盛

西

大久

保

大久

保

緑ヶ

原

南小

倉

北小

倉

木

幡

岡

屋

東南

山

広岡

谷

御蔵

山

六地

蔵

地

区

15

●●10

Ｓ

16

●●10

14

●●00

1

14

●●50

10

●●00

1

11

●●20

14

●●00

1

16

●●00

14

●●00

Ｓ

15

●●20

ｎ

●●00

Ｓ

11

●・

40

10

●●ＩＸ

Ｓ

10

●●30

14

●●00

Ｓ

16

●・

00

15

●●10

Ｓ

16

●丿10

13

丿丿30

Ｓ

14

●●50

14

●●40

Ｓ

16

●●00

13

●●30

Ｓ

14

●●20

10

●●00

Ｓｎ

●●00

14

●●00

1

16

●●00

10

●●00

Ｓ

11

●●30

14

●●00

Ｓ：6

・●

00

14

丿丿50

Ｓ

16

●●10

13

●●30

Ｓ

14

●●20

14

●●30

Ｓ

15

●●50

13

●●30

Ｓ

14

●●10

14

●●30

Ｓ

16

●●10

13

●●30

Ｓ

14

●●10

駐車

時間

城南

荘児

童公

園

奥広

野入

口

大久

保小

学校

伊勢

田神

社

開公

民分

館前

池

なら

商店

向

か

1ゝ飼

茶研

登り

□

遊

田一一一

角

公

園

ユー－

チカ

社宅

前

函，‘外介

12力

通り八

木ヴ

レ｜

ジ

平盛

小学

校

西大

久保

小学

校

旦椋

公会

堂前

緑ヶ

原児

童公

園

南小

倉小

学校

北小

倉小

学校

木幡

公尺

館前

岡屋

小学

校

梅垣

タ／くコ

店前

明星

保育

園上

ル

御蔵

山小

学校

六地

蔵公

会堂

前

駐車

埼所

六
地
蔵
、
御
蔵
山
、
横
島
、
蔭
山
の
駐
車
時
間
が
変
更
に

な
っ
て
い
未
了
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
4
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
2
9
日

ｉ
’

3
0
日
脚
で
す
。

177

小
倉
町
西
浦

長
島
司
ち
ゃ
ん

司ちゃんは、子熊のプーさんの

ぬいぐるみが大好き、寝るときも

いっしょです。

この欄に掲截するお子さん（57

年4月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

至
京
都

Ｎ
Ｉ
ト

府道宇；s淀線

新
し
い
自
転
車
等
駐
車
場

至

奈
良

春
！
さ
く
ら
ま
つ
り
で
す

住民検診が始まります
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1倒
血圧相談（川東集会所9

刳Ｉ！＊！－Ａ＊＊ｉｉ＊＊＜ｒｉｆｌｔ＊Ｉ

2（±）
●結婚相談（川束集会所13

時～15時）
とき4月10日（Ｂ）午後1時

半～4時

3⑧
ところ宇治市民会館2階
相談員弁護士

申込み相談を希望される人は市役所交通労政課（ｎ

⑩3141内線279）へ
4（月）

●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

幼児相談（保健医療セン
ター13時半～14時半）

ー

交通事故巡回相談所

とき4月6日（水）・20日（水）

午前9時～午後4時ところ宇治市宇治若森

京都府宇治地方振興局内容●交通事故の法律問題

●示談のしかた●賠償
鰹ｍ瞥を●折犯ｎ鬼

5勾

6ｆ＊）

7困

●法律相談（総合福祉会館

13時半～15時半）人権相談（市民会館ｌＯ時

～15時）

8（ｉ
血圧相談（開公民分館9

時半～11時）
のしかた●自賠責保険などの利用、請求のし

かた他。ー

お問い合わせ宇治地方振興局Ｏ⑩29709（±）
●結婚相談（川束集会所13

時～15時）

10⑨
ＶＪ

Ｉｌｌ月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

乳児相談（保健医療センター9時半～11時）

12関●年金相談（総合福祉会館10時～12時）

13困 移動消費生活相談（西大久保集会所10時～15時）

14困●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

15ｉ）血圧相談（城南荘集会所9時半～11時）

16出●結婚相談（川束集会所13時～15時）

もえないゴ

ミ収集日程

表

17⑧

18（月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

19㈹

20（＊）精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

21困

●高齢者無料職業相談（総合福祉会館10時～15時）

●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）行政相談（市役所市民相談室10時～16時）

乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

22｛ｉ青少年相談（市民会館13時～16時）

23出●結婚相談（川東集会所13時～15時）

24⑧

25（月）
●心配ごと相談（総合福祉

会館13時～15時）

社会福祉協議会の相談（●印）

1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所
から南へ2ｏｏに）で相談を受けてい

ます。（社会福祉協議会＝総合福
祉会館内合⑩5650）

●心配ごと相談（民生児童委員）
よろず相談全般。毎週月曜日、

総合福祉会館で。
●法律相談（弁護士）
法律問題全般。総合福祉会館で。

●結婚相談（専任相談貝）
登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
協・相談所員）
高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）
キ金全般。

26肉

27困

消費生活相談（商工観光
課10時～15時）移動市民相談（奥広野集

会所10時～15時）

28困
●法律相談（総合福祉会館

13時半～15時半）

29Ｒ

30出

5月1⑧

2（月）
●心ＢＰ｀’片桐諮ｒ鈴八椋ネｉト

会館13時～15時）
・

市役所清掃課ＴＥＬ223141番

六地蔵（全域）木幡（河原、北島．西中、内畑、大瀬戸、西浦、

4／118中村．南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西河

原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西219浦、新開、平野．折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）蒐道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚．戸ノ内、京大宿舎）

蒐道（平町を除く全域）420明星町（全域）

志津川（全域）宇洽（山本、乙方、東内．又振、山田）

宇治（里尻、小桜．字文字．壱番、妙楽、蓮華．塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

521’池森、米阪．矢落．若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）622神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琵台（全域）

広野町（小根尾一ＳＢ”）

開町（国道筋を除く全域）

725広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）西大久保府営住宅（1～2ｏ棟

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山．国道筋を除く西裏・茶屋裏）

826大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）1127開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原日柿平感井ノ函南ノロー銘）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）1228

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）

1329伊勢田町（遊田．砂田）西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

1430までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

155／2禁芸Ｕ詣‰の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山．畑山田．御園、陣ノ163内、赤塚、花揃、金草原、北畠．桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
・
1
般
生
活
相
談
は
市
禄

所
市
民
相
談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
誉

課
で
、
教
育
相
談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を

除
く
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日

の
1
0
時
1
1
6
時
に
総
合
福
祉
会
館
三
階
の
家
庭
県

童
相
談
室
（
酋
⑩
8
6
9
8
）
で
、
ま
た
、
高
齢

者
職
業
相
談
は
4
月
か
ら
毎
週
火
・
金
曜
日
の
1
0

時
1
1
6
時
に
総
合
福
祉
会
館
二
階
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
降
震
昭
介
（
無
料
）
を
行
い
ま
大

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

121内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、貪！Ｓ小路、南端（国鉄以西）
222大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
427笠取・

525寺界道、古川、西田，北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地大林一部
626西浦＝部、新開、平野府営住宅、折坂一部

，727福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
828車田一部、平町、一里塚、ｐノ内（棋島飛地）

930車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
115／2福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割．二番割、三番割一部
125／4西浦（国鉄以東）．『番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）

135／6芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
14南山（Ｂ）、金草原
15南山畑、北山畑．大瀬Ｐ（国鉄以東）．中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部

16北畠、桧尾、平尾、須留
18花揃、赤塚、陣ノ内（国鉄以東）、御園、御蔵山．畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部
19北御Ｍ山（平尾）．中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

20正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣ノ内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

1森本（国鉄以東）ヽ段ノ上．藪里ヽ東西隼上り．東中．西中ヽ河原ヽ門前ヽ只川ヽ中筋ヽ21池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

125／4田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）．135／6寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷．尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、14石塚（心華寺通り以西）

15東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
16小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、18壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

19下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川

20蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

ゴミ減量に

ご協力ください

●・ゴミの水切りを完全に。

Ｓ・燃えるゴミの中にガラスや空カ

ンを入れないでください。

●新聞や雑誌類はゴミとして出さ

ずに、町内会などでまとめて古

紙回収へ。（清掃ｍ）

し尿収集の届出を ぷ

家族や同居人に増減があったり

転出転居、浄イヒ槽設置などでし尿

収集届出に異動があったときは、

市役所清掃課へ届出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域
121南浦（100～110、84～9830～33）、大只団地山際一部
222南浦、西浦一部、神楽田一部ｉ斤鉄以西）

山際、半白．薗場（大川原線以北）．大幡、北内、門口、幡貫、423郡石橋（大川原線以東）

525老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、626十－（大川原線ｉ東、国道以東）十六（国道以東）、十八（国道以東）

7刀寺内、西浦
828南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）

930南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、115／2中ノ田、名木．浮面、安田町全域

／中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前ヽ125／4大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

135／6中山（近鉄以西）、毛語、若林
14羽拍子町
15蛇塚、弐番（府道以北）、池森米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、16神楽田（山中含む）

1Ｒ戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄Ｊｉ（北）、Ｓ尻（国鉄以北）、小桜

19東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
20南落合（4の通り以降～13の通りまで）

178

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月
分
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